お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。 


給表示の例 

A 厶記号は、注意（警告を含む）を促ず内容を告げるものでず。図の中やおくに具体的な注意内容 
(左図の場台は感電注意）び描かれています。 

記号は、禁止（してはいけないこと）の行為を告げるものです。図の中やおくに具体的な禁止内 
容（左図の場合は分辭禁止）が描かれています。 

•記号は、行為を強制すること（必ずすること）を告げるものです。図の中や近くに具体的な強制 
内容（左図の場合は電池を取り出ず）が描かれていまず。 


を 


A 警告 スピー ドライトについて 


の 分解したり修理•改造をしないこと 

巧^止感電したり、異常動作をしてケガの原因となりまず。 


落下などによって破損し、内部が露出した 
ときは、露出部に手を軸れないこと 

〇 感電したり、破損部でケガをずる原因となりまず。 
電池、電源を巧いて、販売店または当社サービス 
すぐに修3は齡機関に修理を依頼してくださし、。 


Q 


発光窓を人巧やちのに密着させて発光させ 
ないこと 

やけどや発乂の原因となりまず。 


A 使用説明書に表示された電池を使用ずること 

正しい電池を使用しないと、液ちれ、破裂、発火 
の原因となりまず。 


€ 

電池を取る 

〇 

すぐに修靴齡 


熱くなる、煙び出る、こげ臭いなどの異常 
時は、速やかに電池を取り出ずこと 

そのまま使用ずると火災、やけどの原因となりまず。 
電池を取り出ず際、やけどに十分ま意してくださ 
い。電池を抜いて、販売店または当社サービス機 
関に修理を依頼してください。 


0 

禁止 


新しい電池と使用した電池、種類やメーカ 
一の異なる電池をまぜて使用しないこと 
液ちれ、破裂、発义の原因となりまず。 


0 


マンガン乾電池、アルカリ電池、リチウム電 
池は非充電式電池でずので、充電しないこと 
液ちれ、破裂、発义の原因となりまず。 


(§) 

水かけ禁止 


水につけたり、水をかけたり、雨にめ5した 
りしないこと 

発义したり感電の原因となりまず。 


0 


引乂 •爆発のおそれのある場所では使用し 
ないこと 

プ□バンガス、ガソリンなどの引火性ガスや粉塵 
の発生ずる場所で使用ずると、爆発や义災の原因 
となります。 


A ニカド電池、ニッケル水素電池などの巧電 
式電池の巧電は、メーカー指定の巧電器で、 
付属の注意事項を守って巧ラこと 
「+ jr -」 を逆にしての逆巧電、電池び熱い 
ままの巧電はしないこと 
破裂、発乂、液ちれの原因とな0まず。 


0 

発光禁止 


車の運乾ち等にむけてスピードライトを発 
光しないこと 
事故の原因となりまず。 


A 


電池か5もれた液び目に入つたとをはずぐに 
きれいな水で巧い、医師の治療を受けること 

そのままにしておくと、目に傷害を与える原因とな 
0まず。 


0 


スピードライトを人の目に近づけて発光し 
なし A こと 

視力障害の原因となります。特に乳幼児を撮影ず 
るとさは1 m 拟上離れてくださし、。 


A 


電池か6もれた液び巧膚ゃ巧服に付いたと 
きは、ずぐにきれいな水で洗うこと 

そのままにしておくと、皮膚がかぶれたりずる原因 
となりまず。 


A J 王意スピードライトについて 


ノ^めれた手でさわらないこと 

感電の原因になることがありまず。 


/ j \ 製品は幼巧の手の届かない所に置くこと 

なめて感胃したり、クガの)^医]となることがち0まず。 


0 


シンナーやベンジンなどの有機ミ容剤を使つ 
てふかないことまた、ナフタリン、しよラ 
ga 胃™ nit のラの入った場所に保管しない こと 

プラスチックケースが割れて火災や感電の原因と 
なることがあ0まず。 


、強い衝撃を与えないこと 


内部が故障し、破裂、発乂の原因になることがあ 
0まず。 


€ 

電池を®る 


保管ずるとさには電池を外ずこと 
発乂、液もれの原因となることがあります。 


A 警告ニカド電池、ニッケル水素電池について 


A 使用説明書に表示された電池を使用ずること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


A 

巧管を患 


電池は幼児の手の届かないところに置くこと 

幼巧の飲み込みの原因となりまず。万一飲み込ん 
だ場合は、直ちに医師にご相談くださし、。 


A 

ち告 


充電の際に所定の巧電時間を超えてち巧電 
び完了しない場合には、巧電をやめること 
液ちれ、発熱の原因となりまず。 


(§) 

水かけ禁止 


水につけたり、 霜ら さないこと 
液ちれ、発熱の原因となります。 


A 

ち告 


電池を廃棄ずるときは、テープなどで接点 
部を絶縁ずること 

他の金属と接触ずると、発熱、破裂、発乂の原因 
となりまず。お住まいの自治体の規則に従って、 
正しく廃棄してください。 


0 

使用禁止 


変色•変お、その他、今までと異なることに 
気づいたとさは使用しないこと 
液ちれ、発熱の原因となります。 


么警告 U チウム電池について 


0 

禁止 


電池を火に入れたり、加熱しないこと 
液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 


@電池をシヨート、分解しないこと 

A 閣か ik 液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


電池の r + j と r — j の向をを間違えないよ 


ち吿 


ラにずること 

あちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


A 電池に表示された警ち•注意を巧ること 
液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


^ 水につけたり、濡らさないこと 

水^^止液ちれ、発熱の)^医]とな G まず。 


A 使用説明書に表示された電池を使用ずること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


^巧電式電池 LU 外は、巧電しないこと 
自ち5^液もれ、発熱の原因となりまず。 


が 

禁止.か 


新しい電池と使用した電池、種類やメーカ 
の異なる電池をまぜて使巧しないこと 
液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 


A 

を吿 


電池を廃棄ずるとさは、テープなどで接点 
部を絶縁ずること 

他の金属と接触ずると、発熱、破裂、発火の原因と 
なりまず。お住まいの自治体の規則に従って、正し 
<廃棄して < ださし、。 


A 電池は幼巧の手の届かないところに置くこと 

幼児の飲み込みの原因となりまず。万一飲み込ん 
だ場合は、直ちに医師にご相談くださし、。 


A 警告マンガン乾電池、アルカリ電池について 


0 

禁止 


電池を火に入れたり、加熱しないこと 
液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


(D 

み解禁止 


電池をショート、分解しないこと 
液ちれ、発熱、破裂の原因とな0まず。 


^ 電池の「+」と 「一 J の向きを間違えないよ 


を告 


ラにすること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


A 

首吿 


電池に表示された 警告’ 注意を守ること 
液ちれ、発熱、破裂の原因とな0まず。 


0 

水かけ禁:! 


水につけたり、磊5さないこと 

液ちれ、発熱の原因となりまず。 


A 

巧吿 


使用説明書に表示された電池を使用ずること 
液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


0 

禁止 


巧電式電池む夕りま、充電しないこと 
液ちれ、発熱の原因となりまず。 


0 


新しい電池と使用した電池、種類やメーカ 
一の異なる電池をまぜて使用しないこと 
液もれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


€ 

電;也を取る 


使い切った電池はずぐに器具か6取り出ず 
こと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


A 


電池は幼巧の手の届かないところに置 < こと 

幼児の飲み込みの原因となりまず。万一飲み込ん 
だ場合は、直ちに医師にご相談くださし、。 


電池を廃棄ずるとさは、テープなどで接点 


宙告 


部を絶縁すること 

他の金属と接触すると、発熱、破裂、発义の原因と 
なりまず。お住まいの自治体の規則に従って、正し 
く廃棄してください。 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人び死こまたは重傷を負ラ可能性び高い 
と想定される内容を示していまず。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人び死こまたは重傷を負ラ可能性び想定 
される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が傷害を負ラ可能性が想定される内容 
および物的損害の発生が想定される内容を示しています。 


Nikon 



マク□スピードライト 


SB-SSs 


SB -29 S は発光部とコント□ーラ部で構成されています。発光部をレンズの先端ま 
たはコント□ーラの前面に装着して、効果的な近接スピードライト撮影び行えます。 
花や昆虫の接写や S ニチユアの超ク□ーズアップなどを、 TTL 調光撮影により簡 
単な操作で楽しんでいただけます。 

♦発光部をレンズに取り付けて撮影できます。 

-発光部はアダプタ ー U ング着脱ボタンを軽く巧しなび5回転で 
さるため、被写体の状況や撮彰意図に応じて、発光管の位置 
を設定でさます。 

-レンズを逆向きにカメラボディに装着する接写撮量》び可能で 
す（別売のアクセサ I 」一び必要です)。 


使用説明書 


匹] 


T2C01 (10) 


はじめに 

このたびは、こコンマク n スピードライト S 目- 29 s をお買い上げいただきありびとう 
ございます。 

S 目-2目 S は、主にマイク□ニッコールレンズ用として設計された、近接撮影専巧のス 
ピードライトです。 

ご使用の前にこの「使用説明書」をよくお読みのラえ、十分に理解してから正し<お使 
いください。お読みになった後は、お使いになるちびいつでち見られる所に必ず保管 
して < ださい。 

-本製品には保証書とカスタマ登録カードび添付されていますのでご確認ください。 

-アフターサービスと保証書の詳細は、裏面の「アフターサービスについて」と r 製品の保証につ 
いて」をご覧ください。 

-大切な撮影をずるとをには必ず試し撮りをして、本製品び正常に機能するかを撮影前に確認し 
てください。本製品の故障に起因する付随的損害(撮影に要した諸費用および利益喪失等に関ず 
る損害）についての補價はご容赦願います。 

-本製品は、当社製の力ラ-レンズおよびアクセサ U —などに適合するよラに作られています。 
他社製品と組み含わせて使用すると、事故や故障などび起きることわありますので、当社製品 
と組み合わせてご使用ください。なお、力方ラ-レンズおよびアクセヴ U — の詳細は、当該製 
品の使用説明書をご覧ください。 

-使用説明書の内容び破損などによって判読できなくなったとさは、当社サービス機関（裏面）に 
て新しい使用説明書をお求めください馆料)。 


♦発光部をコント□—ラに取り付けて撮影できまず。 

-発光部は、イラストのように目 cr 回転させて取り付けることび 
でをます。被写体の状況や撮影意図に応じて、発光管の位置を 
左ちまたは上下に設定でをます。 


♦3 段階（フル発光、1/4発光、1/32発光）の 
マニュアル発光撮影が行えまず。 

♦デジタルー眼レフカメラでの接写撮影が容易でず。 

-マニュアル1/32発光び可能なため、高感度なデジタルー眼レ 
フカ六ラと組み合わせ時ち手軽に接写撮影できます。 （ D-TTL 
モードには対応していません） 

♦両側発光と片側発光（左ちどち!5でち可能） 
の切り換えが巧能です。 


♦一方の発光管前面に減光板をセットずること 
により発光量を約1/4光量に減光できまず。 

-発光部先端約 20 cm 政内の被写体に対して、左ちか5変化の 
あるライティングを行うことびできます。 

-必ず両側発光でご使用<ださい。 



ご使用の前に r 安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。この r 安全上のご注意」は製品を 
安全に正しく使用していたださ、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、重要 
な内容を記載していまず。お読みになった懂は、お使いになるちがいつでも見られるところに必ず保管して 
<ださい。 

表示と意味は次のよラになっています。 


A を険ニカド電池、ニッケル水素電池について 


0 

禁止 


電池を火に入れたり、加熱しないこと 
液ちれ、発熱、破裂の原因とな0まず。 


A 専用巧電器を使用ずること 

^液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


m 電池をシヨート、分解しないこと 

巧^! ■ 液 ちれ、 発熱、破裂の原因となりまず。 


0 新しい電池と使用した電池、種類やメーカ 
一の異なる電池をまぜて使用しないこと 
液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


を険 


卜 電池の「+」と「一」の向きを間違えないよ 


咨告 


ラにずること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 


A ネックレス、ヘアピンなどの金属製のちの 


と一緒に持ち運んだり保管しないこと 
液ちれ、発熱、破裂の原因とな0ます。 




ま全上のご注ミ 


SB -29 S は、こんな使い方がでさます 


巧告意 

を警ま 

A A A 



A 


各部の名称 




電池の入れ方 


コント□ーラと発光部の取り付け方 


■ 


■ 







使用でさるレンズ-組み合ねせでさるカメラ 


1電源スイッチの OFF を確認し、電池ぶたを矢印の向きに外しまず。 




2電池室内の図に合わせて電池を入れ、合わせマークを合わせて電池ぶたを 
巧し付けなが5、スライドさせまず。 




•単3形1.曰 Vl ； (下の高性能マンガン乾電池].巳 V 、アルカ U 乾電池1.已 V 、ニカド電池 1.2 V 、 ニッケル水 
素電池].2\/または U チウム電池].日 V をご使巧ください。電池についての詳しい巧容は、裏面の「取り扱 
し化のご注意」をご覧ください。 


電池の液われを発見したとさには、素手で触れないこと。電池によっては強いアルカ U 性 
止の液体です。人体やを服に付いたら、流水で洗い流してください。 


0 


電池を交換する隙には、同ーメーカーの同じ種類の新品電池で4本同時に交撰してください。 
1混巧すると、はれつ-液电れ•発义のおそれびありまず。 



電源の ON / OFF とスタンバイ機能 


1電源スイッチを ON または STBY にセットしまず。 



2レディライトの点口を確認しまず。 



-レディライトび点灯すると、 SB -2 日 S は発光巧能状態です。 

• S 日- 29 s を使巧しないときは、不巧意に電源び入るのを避けるため、電源スイッチは必ず曰 FF にセット 
して < ださい。 


■使用できるレンズ 

S 目-2日 S は、マイク□ニッコールレンズに装着することによって十分な機能を発揮す 
るように作られています。 

-発光部は、付属のアダプターリングを併巧してレンズに装着します。 

♦ま意 

オートフォーカス動作時にレンズ先端部び回乾したり前搂に動くレンズでは、発光部び負荷となり、レンズ 
あびカメラのオートフォーカス機構を傷めるおそれびあるため、オートフォーカス撮影を行わないでくださ 
し'!。必ず、マニュアルフォーカス撮影してください。 

♦マイク□ニッ コール レンズは、 SB -29 S の機能を十分に発揮できまず 

-冉 F マイクロニッコール 60 mm / F 2.8 D は、アダプタ ー U ング UR -3 ( 別売）をレンズに取り付け、 S 日-2日 s の 
発光部を UR -3 に装着すると、オートフォーカス撮影び行えます。 

-冉 F マイク□ニッコール] 〇已 mm / F 2.8 D 、 10已 mm / F 2.8 は、付属のアダプターリング（ゆ已 2 mm ではなく） 
062 mm を介して、3巨-2目 s の発光部を装着すると、オートフォーカス撮影び行えます。 

- AF マイク□ニッコール200 mm / F 4 D ( IF )、 200 nnnn / F 4 ( IF ) は、付属のアダプターリングゆ巨 2 mm を介 
して、 S 日- 29 s の発光部を装着し、オートフォーカス撮影び行えます。 

-冉 F ズームマイク□ニッコール ED 70 〜] 80 mm / F 4 .己〜已.已 D は、付属のアダプタ ー U ングか已吕 mm を介し 
て、 S 己- 29 s の発光部を装着します。ただし、才ートフォーカス撮影はできません。必ず、マニュアルフォ 
ーカス撮影して < ださい。 

- PC マイク□ニッ]-ル8己 mm / F 2.8 D のチルト/シフト設定時でのご使制まおすすめできません。 

♦装着できまずが、機能が制限されるレンズ 

•マイク□ニッコールレンズがのフィルタ径己吕 mm 、62 mm 、 7吕 mm のニッコールレンズ 

し^下のレンズでは画面の四隅に該（ケラレ）を生じますので、ご注意ください。 

冉 F 20 mm / F 2.8 D 冉 F 2 扫 mm/F ] .4 D 冉 F 24 -已 0 mm / F 3.3-4 .已 D (焦点距離 24 mm 時） 

冉 F 24-1 20 mm / F 3 .己-已 .6 D (焦点距離吕 4 mm 、 2扫 mm 、 3已 mm 、 已 Omm 時） 

冉 F 28-70 nnm / F 立已 -4 .日 D (焦点距離 28 mm 時の近距離側） AF 28-8 己 mm / F 立已 -4 .已 S (焦点距離 28 mm 時） 
冉 F 28-100 mm / F 3 .己-已 .6 日（焦点距離吕 8 mm 時） 

冉 F 28-1 日已 mm / F 3 .已 -4 .已 D (焦点距離 28 mm 、 3已 mm 時） 

冉 F 28-3 日 0 mm / F 3 .己-已.巨 D (焦点距離2扫 mm 、 3已 mm 、 已 0 mm 時） 

冉 F 3 已-7日 mm / F 2.8 D (焦点距離3已 mm 時） 

-ズームニッコールレンズ（マニュアルレンズ） 

ピント合わせ操作によってアダプタ ー U ングび回乾します。ピント合わせ後、 S 巨- 29 s 発光部の位置を調整してください。 

♦装着できまずが、実巧上使用でをないレンズ 

-レンズ先端卽が回転する AF ニッコールレンズ 

♦装着でをないレンズ 

•フィルタ程が已吕 mm 、 巨吕 mm 、72 mm じ(夕 I ■のニッコールレンズ 


■スタンバイ機能について 

電源スイッチを STB 丫にセットした場合、力 X ラや S 巨- 29 s を操作しないまま約80秒 
間たつと、電池の消耗を防ぐため自動的に SB -29 s の電源び日 FF 状態になりまず。ス 
タンバイ機能で日 FF 状態になった電欄ま(下のいずれかの操作で日 N 状態に戻ります。 

- TTL モードでの撮影び可能なカメラに装着時に、カメラのシャッターボタンを半押しする 
- S 日-吕 9 S の FLASH ボタンを押す焼光はしません） 

- S 日- 29 s の電源スイッチを ON にする 

♦ま意 

し U 下の場合には、スタンバイ機能は正常に作動で去ません。電源スイッチは必ず ON で使用してください。 

-ニコン F 3 シ U - ズカ>(ラに TTL ガンカプラー AS -17 を介して取り付けたとき 
•ニコン NewFM 吕、 FM 10、 FE 1 0カメラに取り付けたとき 

•ニコン FA 、 FE 2 カメラに取り付け、シャッタースピードを M 2 已日または日にセットしたとき 
•ニコン FA 、 FE 2 カメラに取り付け、モータードライブ MD -1 2を取り付けたとき 
-ニコン FG 力;)<ラに取り付け、シャッタースピードを M 目0または己にセットしたとき 

V 


テスト発光 


電源スイッチが ON または ST 目丫のとさ、テスト発光が行えまず。 

レディライトの点口を確認し、 FLASH ボタンを押しまず。 



- TTL 増巧ターミナル及びシンク□ターミナルに接続した他のスピードライトを発光します。 


S 目-2目 S はコント n - ラ部と発光部で構成されています。コント□-ラ部は力 x ラに 
取り付け、発光部はレンズの先端またはコント n —ラの前面に装着して使用します。 
力^ラ、レンズ等に接続する隙には、 SB -29 S の電源を OFF にしてください。 


■コント□ーラをカメラに取り付ける場含 


1□ックナットをゆるめ、取り付け脚 
をカメラのアクセサリシューに差し 
込みまず。 



2 □ックナットを卜方向に回して、 
十分に締めまず。 



■コント□ーラをカメラか！5がす場合 

□ックナットを十分にゆるめてか5、取り付け脚をゆっくり引き抜きまず。 



ロックナットをゆるめている途中で急に重くなった場合は、 
取り付け脚を白い矢印方向に軽く巧してから、もラー度ゆる 
めてください。まして取り付け脚を無理に引を损かないでく 
ださい。 


■発光部をコント□ーラに取り付ける場含 

発光部の左ちのアダプターリング着脱ボタンを巧し、コント□ーラに取り付 
けまず。 



•アダプター U ング着脱ボタンを巧したまま発光部をはめ込 
み、アダプター U ング着脱ボタンから指を離して固定してく 
ださい。 

•発光部は、目 cr 回転させて取り付けられるので、発光管の位 
置を左ちまたは上下に設定でさまず。 


♦ま意 

使巧レンズによっては、下側の発光管を発光させたとさにレンズ先端の影び被写体に写り込むことび 
あります。このよラなとさには、上側の発光管のみでご使巧ください。 

なお、レンズ先端の該のでき方はモデリング照明機能によって撮影前に確認することびできます。 r 撮 
影前にライティング状態を確認するには」の項をご覧ください。 

ただし、ファインダー視野率び] 00%に満たないカメラの場合は、ファインダーで見える範囲より広 
い範囲び撮該されるため、モデ U ング照明機能ではレンズ先端等の該のでを方び確認でをない場をび 
お0ます。 


■発光部をレンズに取り付ける場合 

•レンズを正向きに使用ずる場合 

1レンズのフィルターサイズに合わせク発光部の左ちのアダプターリング 
て、付属のアダプターリングを取り付 着脱ボタンを巧し、リングに取り付 


けます。 


けまず。 




. アダプターリング着脱ボタンを押したまま発光部 
をアダプター U ングにはめ込み、アダプター1」ン 
グ着脱ボタンから指を離して固定して < ださい。 
.アダプター IJ ング着脱ボタンを軽く押しな びら 
発光部を回転させて、発光管の位置を自由に設 
定できます。 


•レンズを逆向きに使用ずる場合 

比較的高倍率の撮影を行ラ場合は、広角レンズを逆向さに使用します。 

レンズを逆向さに使用する場合には、イラストの要領で接続してください。 

しソ下の別売アクセヴ U —が必要です。 

•巨 R -2 AU ング、日 R - 巨 U ング 

-フイルタ径已吕 mm のレンズ使用時は、日 R -2 A とレンズの間にさらに巨 R - 已リングび必要です。 

-巨 R - 巨 U ングはレンズ絞り開閉機構を内蔵しているため、ダブルレ U —ズ AR -10、 ダブルケーブル 
レリーズ AR -7、 4などを使巧するとスピーディに撮影できます。 


カメラボディにレンズを直接取り付ける場合 




BR-6 


52mm 
アダプター 
り ング 


I SB-29S 
発光部 


■組み合わせできるカメラと撮影モード 

S 目-2目 S は、 W 下のこコンカ ラと組み合わせて TTL モード撮影またはマこュ乃レ撮影が行えます。 


使用できるカメラ 

撮影モード 

巧、 F ] 00、 F 4 シリーズ、 F 日日 X シ1」ーズ、 F 9 曰シ U - ズ、 

F 80 シ IJ ーズ、 F 70 D 、 F 邑 0 D 、 F 已 0 D 、 二つン U 、 プ□ネア巨00し 

F -80 ] S 、 F -80 1 、 F -60 1 、 F -60 ] M 、 F -40 ] X 、 F - 已01 、 F -30 1 、 

F 3 シリーズ*1、 FM 3 冉、 FA *2、 FE 2*2、 F 日 * s 

TTL モード撮該*已 
マニュアルモード撮影 

F - 40 IS 巧、 F - 401巧 、 NewFM 吕巧、 FM ]0*3、 FEl び3、二]ン Us 巧 

7ニュアルモード撮影 

D 1 シ U - ズ*4 、 D 100*4 


* ] TTL ガンカプラー AS -1 7び必要です。 

*2 ニコン FA 、 FE 2 力^ラ使用時でシャッタースピードを M 2 已〇または日にセットしたときおよび、ニコン FG 
カメラ使巧時でシャッタースピードを M 目0または日にセットしたと去は、 TTL モード撮影はでをません。 

*3 二]ン F - 401 S 、 F -40]、 NewFM 2、 FM 10、 FEIO 、 ニコン Us カメラ使用時は、 TTL モード撮影はでき 
ません。 M (マニュアル）モードで撮影してください。 

*4 S 日-3日 S には D - TTL モード機能はありません。 

*已3□-マルチ BL 調光はできません。 

♦参考 

TTL モード（マルチ巨 L 調光、 TTL - BL 調光、簡易 TTL - BL 調光、スタンダード TTL 調光[従来の TTL 調光])は、 
組み含わせるカメラやレンズによって自動的に決まります。 S 己- 29 s では選択できません。各調光方式の詳細 
は、各カメラの使用説明書をご覧ください。 


■電池の交換-巧電(バッテリーチェック） 

モードたレクターを M にセットして発光させたとさ、次にレデイライトが点灯するまでの 
時間び下表のように遅くなったら、電池を交換または充電してください。 


使巧電池 

レデイライトび 
点なするまでの時間 

対処 

高性能マンガン乾電池 

アルカ U 乾電池 

30柳ん L 

交換してください 

U チウム電池 

10砂政上 

二カド電池（充電式） 

ニッケル水素電池（充電式） 

10砂政上 

充電してください 


V 


-レンズの距離リングは〇〇に設定し、カメラごと動かしてピントを合わせてください。 

ベ□ーズアタッチメント PB -6 を使用ずる場合 



BR-2A BR-5 


レンズ 


BR-6 52mm —— 
アダプター^ 

M ンヴ SB-29S 

' 発光部 


P 巨-巨のレンズ取付台ごとレンズを逆向をにすると、発光部を装着でさません。 
レンズの距離リングはのに設定してください。 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































コント□—ラと発光部の設定 


撮影の前には、 SB -29 s の！;!下の設定を確認してください。 

発光モードの設定 

発光モードセレクターの設定により、 TTL モード、マニュアルモード（フル発光)、マニュアルモー 
ド （ 1 /4発光)、マニュアルモード （ 1/32発光）の4つのモードび選択でさます。 

近接撮影は適正露出のミ夫定が大変むずかしいため、 TTL モード撮影をおずずめしまず（デジタル 
一眼レフカメラを除く）。 



マニュアル1/32発光 
マニュアル1/4発光 
マニュアルフル発光 
TTL モード 


減光板の設定 

内蔵の減光板によって左ちまたは上下の発光量を変えて、意図的な影をつけた立体感のある撮影 
び巧えます。 



• 前面に減光板をセットした発光管は、発光量び約1/4にに段絞り 
分)減光されます。 

-減光板を設定する場合は、減光板設定ダイヤルをカチッと音びし 
て止まるまで一杯に回してください。 

• 減光板使用時は、発光管は必ず両側発光に設定してください。 


両側発光/片側発光の設定 

S 巨-2目 S は左ち2本の発光管を備えています。発光管切り換えスイッチにより、両側発光あるい 
は左ちの片側発光の3通りの発光び選択で走るので、八イライトとシャドーのコントラストを強 
調するなど、撮影意図に応じたライティングの選択び行えます。 



ち側発光 
両側発光 
左側発光 


ガイドナンパーの変化 

両側発光とた側発光では、マニュアルフ光時のガイドナンバーび下記のよラに異なります。 


旧 0 感度 

吕已 

50 

100 

200 

400 

800 

1000 

1600 

両側発光 

已.已 

7.7 

11 

1已.已 

22 

31 

3已 

44 

片側発光 

巨 

8.5 

12 

17 

24 

34 

38 

48 


旧0100=1に 









対するガイドナンバー 
算出お数 

xa 已 

X0.71 

XI 

X1.4 

X2 

X2.8 

X3.2 

X4 



露出補正 


近接撮影は、露出び撮影状況の影響を受けやすいため、同じ被写体を露出を変えて撮 
影してお<ことをおすすめします。 

プラス補正 マイナス補正 




TTL モード撮影での露出補正 

■カメラ側で補正値を設定してください。補正方法の詳細は、カメラの使巧説明書をご覧ください。 

-背景の反射率び高い場をはプラス側に、低い場合はマイナス側に補正します。 

■通常、補正値は-2段〜 +] 段の範囲で行います。 

-マイナス補正を行ラとオーバー警ち LED び点むする場をびあります。この場合は、撮影レンズの絞りをル絞 
り側（大きい数値側）に変更した歡マイナス補正を巧ってください。 

M (マニュアル)モード撮影での露出補正 

-レンズまたはカメラの絞り値を変えます。 

-オーバー気味にしたい場合は開放側（ルさい数値側）に、アンダー気はにしたい堤合はか絞り側（大去い数値 
側）に、絞り値をずらします。 





撮影前にライティングが態を確認するには 


■モデリング照明機能 

SB -2 日 S はモデ U ング照明機能により、光量バランスや影のできちなどを、撮影前に 
確認することびでをます。 

1 SB -29 S 及びカメラを任意にセットし、ピントを合わせまず。 

2レディライトの点なを確認し、ファインダーをのぞきなび5モデリングボタ 
ンを巧しまず。 



■ レディライトび点なしていないとをは、モデリング照明でをません。 

■ ボタンを巧している間、発光しまず。ただし、モデ U ング，昭明時間はフル充電で約3砂間(両側発光時） 

で、充電が態によって異なります。 

\_ ) 




TTL モード撮影 


撮影レンズに設定した絞り値に応じて力 ラが自動的に被写体からの反射光を測光し、 
SB -2 目 S の発光量を適正露出になるように制御します。簡単な操作で近接スピードラ 
イト撮影がでさます。デジタルー眼レフカラでは使用でさません。 

♦注意 

近接撮影は、露出び撮影状況の影響を受けやずいため、同じ被写体を露出を変えて撮影しておく 
ことをおすすめしまず。（腐「露出補正」参照） 

1モードセレクターを TTU こセットしまず。 

- S 巨- 29s には D-TTL モード磯旨封まを0ま甘ん。 



P カメラをセツトしまず 0 (詳細は、カメラの使用説明書をご覧ください） 

-カメラの露出モードは、絞り優先オートまたはマニュアルにセットしてください。絞り値び選択できない 
プ□グラムオート、シゎッター優先オートは、撮影倍率に応じて適正調光範囲を選ぶことびできないの 
でおすすめでをません。 

-カメラの測光モードは、いずれのモードでをかまいません。 

•シャッタースピードは、自動的に同調スピードにセットされます。同調スピード政下にセットすること 
をでさます。 

• S 巨-吕目 S は、 S 日-22、 S 日- 22S 等と同様の TTL 調光機能を持っています。カメラの使用説明書に本機 
び記載されていない場合は、 S 日-2吕、 SB-22S 等の内容を適用してください。 

3 絞り値をレンズまたはカメラにセットしまず。 

-絞り値は、「露出計算パネル」を参照して設定してください。（腐 =■「TTL 調光範囲のホめ方」参照） 

4 SB -29 S のレディライトの点なを確認して、撮影しまず。 

-カメラファインダー内のレディライトでも、充電売了を確認できます。 

-撮該直後に S 己-2日 S 巧びファインダー巧のレディライトび約3砂間点滅したときは、露出不足の可能性 
びあります。絞り値を開放側(ルさい数値側）にして、再度撮影ずることをおすすめします。 

-撮影直割こ S 己- 29s の才ーバー警告 LED び約4秒間点むしたときは、露出才ーバーの可能性びありまず。 
絞り値をか絞り側（大きい数値側）にして、再度撮影することをおずすめします。 
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■ TTL 調光節囲の求め方 

露出計算パネルによる TTL 調光範囲のホめ方（レンズ正向き使刷寺） 

コント□ーラ背面の露出計算パネルによって、特定の撮影倍率で適正露出び得られる絞り値範囲 
を読み取ることびでさます。使用するに日感度とレンズの焦点距離、撮影倍率か 5 絞 0 値範囲を読 
み取ります。 


♦注意 

露出計算パネルに表示されている絞り値は有効 F 値（降 r 撮影レンズの絞り値と有効 F 値」参照)であり、撮影 
レンズに表示されている絞り値ではありません。 


Nikon MACRO SPEEDUGHTS 己- 29s I 


撮影倍率—— 
1:5 は 1/5 倍撮影を 
表します。 

に0感度- 

おをフィルム式カメラ 
の7ィルム感度ぉよぴ 
デジタルー眼レフカ 
メラの堤影感ちをお 
時:して、 ISO 感度と 
表記します。 

有効 F 値- 

(絞り値） 



撮影レンズの焦点距離 


適正露出範囲 


OVER OFF ONSTBY^ ready 

ぶ & ii 5 獅 □ 

巧 GN(ISOIOO) 11(m)/36(fl) NlkOtt JAPAN 


露出計算パネル 

•露出計算パネルは AF マイク□ニッコールレンズ巨 Omm/F と 8D、] 0巳 nnm/F2.8D、ED 200 mnn/F4D(IF) 
使用時を表しています。 AF ズームマイクロニッコールレンズ ED70 〜180 mm/F4 .已〜已 .6D 使用時は、設定 
焦点距離に応じて露出計算パネルから類推してください。他の焦点距離のレンズの場合わ同様です。 

•例えば、焦点距離已 0mm の AF マイクロニッコールレンズを使巧し、侶0100、撮影倍率1/已倍で撮影する場 
合は、露出計算パネルから F4 〜32び TTL 調光撮影で適正露出び得られる絞り値範囲となります。 

露出才ーパ’一警告及び露出アンダー警告による TTL 調光範囲のホめ方 
(レンズ逆向を使用時及び等倍を越える撮影の場合） 

撮影倍率び等倍を越えるよラな撮影、あるいはレンズ逆向き使用時には、震出計算パネルを使用し 
て適正露出を得ることびでさません。1；(下の表に記載された開放側限界絞0値を参照して絞り値 
を決定し、撮影後に震出オーバー警告び出たとさには絞り値をル絞0側に、露出アンダー警告び出 
たとをには絞0値を開放側にセットして、再度撮影してください。 

開放側限界絞0値*1=係数-発光距離 （ m ) >9 


旧 0 感度 

係数 

1 00切下 

2 

12已〜40曰 

4 

已〇 om 上 

己.巨 


* 1 TTL モード撮霖を行ラ上で、それ上開放側の絞り値を選がしてち露出オーバーになる可能性び高い絞り値 
*2 SB-29S の発光面から被写体までの距離 

例えば、 ISO] 日0、発光距離び2日 cm のときの開放側限界絞り個ま、 

2 (係数）-日.2己（発光距離）二目となります。 

従って、これよりル絞り側(大きい数値側)の絞り値に設定してください。 



撮影倍率と露出計算パネルの使し、方 


■撮影倍率の求め方 

撮影倍率は、マイク □ニッコール レンズを正の向をに使用時は距離リングで読み取り 
ます。距離 U ングに l : n ( l / n 倍）のおで表示されています。それ！;(外の場合は、政下 
の手順で巧めることびでさます。 

-ベ□ーズアタッチメントを使用する場合は、ベローズアタッチントの使用説明書をご覧ください。 

1被写体の上にものさしを置を、ファインダー内で見える長さを読み取りまず。 


イラストの例では21 mm び読み取れます。 


2 LU 下の計算式で、倍率をホめまず。 

M =3 色 -L 
M :倍率 

36 :ファインダー長辺の長さ（カメラによって異なります） 

L :ファインダー内で見えるをのさしの長さ 

•ファインダー視野のサイズは、ファインダー視野率び] 00%の力;< ラでは約 24 X 3 巨 mm 、 ファインダ 
-視野率び日0%前後のカメラでは約21 X 32 mm です。 

•上の例は、ファインダー視野び約 24 x 36 mm の場合です。ファインダー長辺におって約2 ] mm 見える 
ので、3巨- 2]=1.7 倍の撮影倍率となります。ファインダー短辺におってものさしを読み取る場合は、 
M = 24- L で計算してくださし、。 

•ファインダー視野び約 2] X 32 mm の堤合は、 32-2 ]=]. 已倍の撮影倍率となります。ファインダー 
短辺で読み取る場合は 、 M = 2]- L となりまず。 

■撮影レンズの絞り値と有効 F 値 

マイク□レンズのよラに近接撮影可能なレンズは、レンズを繰り出して撮影倍率を増 
大するとフィルム面上の像の明るさは減みし、有効 F 値が変化します。撮影倍率と有効 
F 値の関係は、政下の通りです。 

Fe = F(l + M ) 

Fe :有効 F 値（実質的なレンズの明るさ） 

F :レンズに設定する絞り値 
M :撮影倍率 

•例えば、撮影倍率び](二等倍)のときに、撮影レンズの絞り U ングを F 到こセットした場台は、 

Fe =8 (l + 1) = ] 巨となり、有劲 F 値は約2段暗い F 1 巨となります。 

S 目-3 目 S の露出計算パネルの絞り値には、有効 F 値び表示されています。従って、 TTL モード撮 
影で適切な絞り値を求める際は、なのようにしてください。 

- CPU 内蔵レンズをカメラに装着し、カメラファインダー内表示あるいはが部表示パネルを使って絞り値を設 
定する場をは、表示された絞り値び有効 F 値です。 

-巳 PU 内蔵レンズじ(がのレンズを力;)<ラに装着したり、カメラに有効 F 値の表示びない場をは、撮影レンズの 
絞り U ングで絞り値を設定した後、上記の計算式で有効 F 値をホめてください。 




(マニュアル）モー 



TTL モード撮影ができない力 ラおよびデジタルー眼レフカ ラの場合にご使用ください。 
発光量は M 、 M 1/4、 M 1/32の3段階び選べます。 


M: フル発光します。 

M1/4： フル発光の1/4光量で発光します。 
M1/32： フル発光の1/32光量で発光します。 


1モードセレクターを Ml /4( または M 1/32、 M ) にセットしまず。 

P カメラをセツトしまず 〇 (詳細は、カメラの使用説明書をご覽ください） 

•カメラの露出モー问ま、絞り優先オートまたはマニュアルにセットしてください。 

•シャッタースピードは、自動的に同調スピードにセットされます。個調スピードじ(下にセットすることもで 
きます。ニコン NewFM2、FM 10の場合はシャッタースピードを同調スピードまたは、それ UTR 低速側） 
にセットしてください） 

3 絞りをレンズまたはカメラにセットしまず。 

-撮影倍率び1/10倍よりかさい場合には、撮影レンズの絞り値 ニ ガイドナンバー^撮該距離（の）の計算 
式で適正絞り値を求めますび、撮該倍率1/10倍し;^上の場合には、適正絞り値を求めることび困難にな 
りますので、この計算はおすすめでをません。 

-マイクロニッコールレンズ使用時は、「露出計算パネル」を参照してください。 

例えば、 AF マイク□ニッコールレンズ巨 0mm/F2.8 □レンズで撮影する場合、 IS 日100のとを、じ(下の 
よラに「露出計算パネル」か5適正絞り値を読み取ります。 

撮影倍率1/己倍の場含、 M フル光量では適正露出となる有効 F 個が/32、 lvn/4 光量では F/1 日、 M 1/32光量 
では F/ 巳.日となります。 

- CPU 内蔵レンズをカメラに装着し、カメラファインダー内表示あるいはが部表示パネルを使って絞り値 
を設定する場ちは、表示された絞り値び有効 F 値です。そのまま有効 F 値をカメラにセットします。 

■巳 PU 内蔵レンズじ(がのレンズをカメラに装着したり、力方ラに有効 F 値の表示びない場をは、撮影レン 
ズの絞り U ングの絞り目盛から撮影倍率に応じて有効 F 値を算出して、露出計算パネル上で適正露出を 
得る絞り値を読み取ります。 

4 SB -29 S のレディライトの点巧を確認して、撮影しまず。 

♦注意 

•近接撮影は、露出び撮影状況の影響を受けやすいため、同じ被写体を絞り値を変えて撮影しておくことをおす 
すめします。（腐 =■ r 露出補正」参照） 

■デジタルー眼レフカメラ使巧時は、撮影數液晶モニターで露出を確認し、露出び適正でない場合はカメラの 
絞り値を変えて撮影してください。 （B 量「露出補正」参照） 


居いところでピントを合わせるとさは 


■ピント合わせ補助ランプ 

SB -29 S は被写体を照明ずるランプを内蔵しているため、暗いところでのピント合わせび 
楽に行えまず。 

1ピント合わせ補助ランプボタンを巧ずと点なしまず。 



2 ちラー度ボタンを巧ずと消なします。 

•ランプは SB-29S を発光させるか、そのままでち約1分経過すると自動的にミ肖なしまずび、ピント合わ 
せび終わ つたらピン ト合わせ補助ランプボタンを押してミ肖なずることをおずずめしまず。 

♦ま意 

発光距離び約1已 OmmU ■(内のとさには、ピント合わせ補目カランプの照日月び写り込むことびあり 
まず。また、カメラの露出に影響します。撮影の前におずランプを消してください。 




増灯撮影 


スピードライトを2台！;(上使った増灯撮影では、被写体の後ろの影をやわらげる撮影、 
任意の方向に影をつけた撮影、背景まで十分に明るい與斤のある撮影など、さまざま 
な効果び得られます。 

増灯撮影 S 目- 29 s のみによる撮影 

(S 巨- 29 S + 他のスピードライト） 


-発光部をレンズに装着 -発光部をコントローラに装着 

-発光管を左ちに設定し、両側発光 -発光管を上下に設定し、上側の発光管 

-乳白色アク U ル板の裏から増灯撮影 のみ発光 

S 目-2目 S は、コード接続での増灯撮影とワイヤレスでの増灯撮影の2つび可能です。ど 
ちらのち法でち、 TTL モードが可能な力ラを使用した TTL 増灯撮影または、 マニ ュア 
ル増灯撮影び行えます。 

•詳細は、アクセサリーカタ□グや使用するカメラ、アクセサリーの使用説明書をご覧ください。 

主巧と補助'打 

まな：カメラに装着したスピードライト、カメラ内蔵スピードライト、あるいはカメラに最初に接続されているス 
ピードライトです。 

補助口：主むの発光に同期して発光させるスピードライトです。 

コード接続の場合のご注意 

•ニコン F-40] -F- 4013カメラには、 SB -1 1-14- ] 40 • 2 ] 日は接続できません。 

- S 日-巳 0DX と SB-23 は、スタンバイ OFF 機能を解除できないため、コード接続での補助なには、実用上使用できません。 
•接続ずるスピードライトび多すぎると、シンク□回路への電流び一定し^上になるため、一度発光した後、次の 
発光びできないことびあります。その場合には、主灯と力^ラの接続をいったんがすと、正常に戻ります。 
•上記の現象を防ぐために、接続するスピードライトは、下表の係数の合計び20(周辺温度2□で時）または] 3 
(同40で時）を超えないようにしてください。 


スピードライト 

お数 （1 台） 

S 巨- 29s/SB-80DX/S 巨-己 0DX/S 巨- 30/S 巨-29/ 

S 巨- 28/SB-28DX/SB-27/S 己-2巨 /S 巨-2已 / 

S 己- 24/S 巨- 22S/S 巨- 14/SB-1 1/SB-140 

1 

S 巨- 23/S 巨-2 1/SB-1 7/SB-1 巨 /S 巨-1已 

4 

S 己-22 

巨 

S 巨-20 

9 



S 巨- 29 s のみによる撮影 



-発光部をコントローラに装着 
-発光管を上下に設定し、上側の発光管 
のみ発光 


.接続コード等については、「別売アクセサ U -」 をご覧ください。 

■接続の方法は、使用するコードの使用説明書をご覧ください。 

ワイヤレスの場合のごま意 

•ワイヤレス増な撮影での補助'なとしては、ワイヤレス•スレーブ機能を持つスピードライトまたは、スレーブフ 
ラッシュコントローラー SU-4 を取り付けたスピードライトび使用でさます。 

•ワイヤレス-スレーブ A (オート）では主なの発光開始と発光停止をワイヤレス•スレーブ機能を持つスピード 
ライトまたは SU-4 のセンサーで検知し、桶助灯の発光開始と発光停止を同じタイミングで制御します。ワイ 
ヤレス-スレーブ M (マニュアル）では発光開始のみを制御します。 

- SU-4 に装着可能なスピードライトはのとおりです。 

S 巨- 29S/S 巨- 29/S 巨- 28/S 巨- 28DX/S 巨- 27/SB-2 己 /S 巨-2已 /S 巨- 24/SB-23/S 巨- 22S/S 白- 22/S 巨-20/ 
SB-18/SB-16B/SB -15 詳しくは SU-4 の使用説明書をご覧ください。 

■ TTL 増な撮影 

1ま巧とカメラを接続しまず。 

-力方ラに直接取り付けるか、または TTL 調光コード SC-17/SC-24 で接続してください。 

P ま巧と補助巧を接続しまず。 

- TTL 増灯コード SC - 1 8/ SC- 19を使巧して補助灯と直接、または TTL 増灯アダプター AS- 10を併巧し 
て接続してください。 

-ワイヤレスの場合は、桶助むや SU-4 のワイヤレス•スレーブセンサー窓をちむの方向に向けて設置します。 

3スピードライトの方向や距離を決めて、設置しまず。 

-主灯と補助灯に同一機種のスピードライトを使用して、被写体に一番近いスピードライトの距離を1とすると、 

1 .4 倍離れたスピードライトは約半分の明るさで被写体を照明します（吕倍離れた場合は、約1/4の明るさ)。 

4 ずべてのスピードライトの電源を ON にしまず。 

•スタンバイモードは、使用しないでください。 

R ずべてのスピードライトを TTL モードにセットしまず。 

•補助むにワイヤレス•スレーブ機能を持つスピードライト使巧時は、ワイヤレス■スレーブ冉（オート）に 
セットして <ださし1。 

0 「 TTL モード撮影」の手順で撮影しまず。 

♦ま意 

二]ン NewFM2、FMIO、FEIO、 01シ11-ズ、 D] 00カメラでは、 TTL 増な撮該はできません。 TTL 増なア 
ダプタ ーAS-10 やスレーブフラッシュコント□-ラー SU-4 を使ったマニュアル増む撮影を行ってください。 

■マニュアル増な撮影 

1 SB -29 S をカメラに取り付けまず。 

2接続コ—ドで SB -29 S と補助灯のシンク□夕ーミナルを接続しまず。 

■TTL 増な撮影と同じコードまたはシンク□コード SC-1 1やコイルシンクロコード SC-1 已等で接続してく 
ださい。 

•ワイヤレス■マニュアル増な撮影では、スレーブセンサーの感度び高くなるため、補助口や SU-4 のス 
レーブセンサー窓は必ずしを主灯に向ける必要はありません。 

3スピードライトの方向や距離を ミ 夫めて、設置しまず。 

•被写体に一番近いスピードライトの距離を]とすると、 ]. 4倍離れたスピードライトは約半分の明るさで 
被写体を照明しますに倍離れた場合は、約1/4の明るさ)。 

4ずべてのスピードライトの電源を日 N にしまず。 

•スタンバイモードは、使用しないで<ださい 

ちずべてのスピードライトをマニュアルモードにセットしまず。 

•補助なにワイヤレス•スレーブ機能を持つスピードライト使巧時は、ワイヤレス■スレーブ M (マニュアル） 

にセットしてくださし1。 

0 「 M (マニュアル)モード撮影」の手順で撮影しまず。 

\_ J 


別売アクセサリー 


■シンク□コード SC -1 1(約2已 cm )/ コイルシンク□コード SC-1 已（約 Im) 

S 己-2目 S をアクセヴ U- シューのないカメラと接続することびできます。なお、シンクロターミナルのないカメラと 
接続するときは、ホットシューアダプター冉 S-1 巳をご使用ください。 

■TTL 調光コード SC-17 (約1.已 m)/SC-24 (約1.已 m) 

兰脚取り付け用ねじ巧と2つの TTL 増灯ターミナルを備え、 TTL 増巧撮影時に使用できまず。 

■TTL 増灯コード SC-18 (約1.已 m)/SC-l 日（約 3m) 

主なと補助好を接続したり、 TTL 調光コード （SC-17/SC-24) と TTL 増灯アダプター冉 S-10 などを接続します。 

■TTL 増灯アダプター AS- 10 

兰脚取り付け用ねじ巧と3つの TTL 増なター S ナルを備え、3灯 _LU 上の多な撮影の場合や増灯ター S ナルのないスピー 
ドライトを取り付けるとさに使用します。 

■ホット シュー アダプター AS-1 已 

シンクロター S ナルのない力方ラとスピードライトを SC-1 1/SC-1 巳で接続する時に使用します。 

■スレープフラッシュコント□—ラー SU-4 

増灯撮影や多灯撮影の隙に、主打の発光開始と停止をセンサーで検知して、コードレスで補助灯を発光開始および発光 
停止させることびでさます。 

■TTL ガンカプラー AS- 17 

F3 シ U- ズカ方ラ専用のアダプターです。 F3 専用スピードライト政外の TTL スピードライト （S 己-28など）を使用し 
て、 TTL 調光び可能になります。 

■リング BR-2A レンズを逆向きに取り付けるときに使用します。フィルタ径巳 2mm 用。 

■リング BR-5 フィルタ径巳 2mm のレンズを逆向きに取り付けるときに、巨 R-2A と併用しまず。 

■リング BR-6 レンズを逆向きに取り付けるときに使巧します。レンズ絞り開閉磯構を内蔵。 AR-7 などのレ U- ズを接続できます。 

■アダプターリング UR-3 

AF マイク□ニッコール目日 mm 専用のアダプタ ーU ングです。 SB-29s の発光部を装着して、才ートフォーカス撮影び行えます。 


故障かな？と思った5 


故障かな？ 

ご確認ください 

巧策と参照項目 

レディライトが点打しない 

-電源スイッチび日 F 円こなっていませんか？ 

-電池の +- のち向び間違っていませんか？ 

-電池び消耗していませんか？ 

-スタンイモードで、電源び自動的に日 FF 状態になっていませんか？ 

-電池の電極または SB-29S 側の接触部分び巧れていませんか？ 

「電源の ON/ 日 FF」 

「電池の入れち」 

「電池の交換-充電」 
「スタンバイ機能」 

巧れを拭き取ってください。 

撮影直後、レディライト 
が約 3 秒間点滅ずる 

-露出アンダーの可能性びありまず 

「TTL モード撮該」の手順4 

撮影直後、才ーパー警告 

1 ED が約 4 秒間点なずる 

-露出オーバーの可能性びありまず 

「TTL モード撮影」の手順4 

レディライトが点なずるま 
での時間が長い 

-電池び消耗していませんか？ 

-1」チウム電池使用時、連続した発光によって、電池び 
発熱していませんか？ 

r 電池の交換-充電」 

発光の間隔を長くするか、または 
熱び下がるまでお待ちくださし、。 

レディライトが点なしてい 
るのにシャッターがをれ 
ない 

-発光モードセレクターび Ml /32、 Ml /4または M にセ 
ットされ、力六ラの露出モードがマルチプ n グラムオー 
卜またはシャッター優先オートになっていませんか？ 

「M (マニュアル)モード撮影」 


ノ 


取り扱い上のごを意 


•使用後は、ブ n ワーなどでゴミやほこりをのさ化い、柔5かい清潔な布で軽く拭いてください。ただし、ベンジン•シ 
ンナーなどの有機溶剤または有機溶剤を含むク U —ナーなどは、絶対に使用しないでください。 

♦ SB-2 目 S を約2週間 _LU 上使用しないときは、電池を取り出してください。さらに、長期間使用しないときは、月に1度を 
目安に電池を入れて数回発光させ、レディライト点灯状態で電源を日 FF にしてから電池を取り出してください。これに 
より、内部部品（コンデンサ）の劣化を抑えることびでさます。 

•ナフタ U ン-憧脳やテレビ•ラジオ（磁気を発生する器具）の近くに置かないでくださし、。 

•車の中やスI-ーブの前など、高温になる攝所に置かないでください。 

電池に関ずるごま意 

電池は低温度になるほど性能び低下します。ほ温度では発光回数び減り、発光間隔時間は長くなる傾向びあります。二力 
ド電池、ニッケル水素電池および U チウム電ミ也は低温時の性能び優れ、 一2 日む程度まで使用できまず。なお、アルカ U 乾 
電池は一1日亡料下、高性能マンガン乾電池は日む ■LU 下で性能劣化び顕善になりますので、そのよラな状況での使用はお 
すずめできません。いずれの電池を、銘柄や性能の変更により性能び異なることがあります。 

リチウム電池(公称電圧1.已 V )使用時のごま意 

U チウム電池は連続的な発光によって電池び発熱すると、電池内部の安全スイッチび作動し、一時的に使用でさな<なり 
まず。この場合、電池を化ませて、電池の温度び下びると、再度使用でさます。 

二カド電池-ニッケル水素電池使用時のごま意 

•過充電や過放電の繰り返しは、電池の性能を低下させます。特に、 S 巨-吕目 S の電源スイッチの切り忘れによる過放電に 
ごミ主意くださし、。 

•スト n ボは非常に大きな電流を消費ずるため、電池に記載されてしぶ使用期限または充放電回数前に使用でさなくなるこ 
とび友0ます。 


型式 
使用電池 

ガイドナンパ’一 

(ISOlOO-m) 

照射ち度 
電源スイッチ 

発光間隔/発光回数 


直列制御ち式自動調光マク n スピードライト 

単3あ、1.日 ViU 下の電池4本盾性能マンガン乾電池1.已V/アルカ U 乾電池 1. 己 V/U チウム電 
池！.已V/ニカド電池1 .2V/ ニッケル水素電池1.吕V) 

-フル発光時：両側発光時11/片側発光時12 
-Ml /4発光時：両側発光時日.日/片側発光時日.日 
-Ml /32発光時：両側発光時1.日/片側発光時 2. 1 

1吕巳フィルムカ方ラにおいて、測定距離1 m で発光管水平ち向設定時2日 mm レンズの画角をカバ 
一、 発光管垂直方向設定時吕 4mm レンズの画ちをカバー 

- 0FF/0N/ST 己 Y® 切〇換元式。 

- 0N/STBY ポジションにて電源日 N。 

•ST 目 Y ポジションにて無操作巧態び約80砂間続くと、電池の消耗を防ぐために電源を OFF 状態にします。 


電地の種類 

最短発光間隔 （電池初期で） 

発光回数 

単3形高性能マンガン乾電池 

約 10 砂 

約已〇回 

単3形アルカ IJ 乾電池 

約3轉 

約30白回 

単3形ニカド電池 （700mA) 

約2棘 

約 12 日回 

単3形ニッケル水素電池 

約2棘 

約17日回 

単 3 形 U チウム電池 

約 4 秒 

約3巳0回 


発光間隔：新品電池を使用し、 M モードで発光させた時、次にレディライトが点灯するまでに要 
する時間0」サイクルタイム)。 

発光回数：3日秒ごとに SB-2 日 S を M モードで発光さ杜発光間隔び30秒な内となる総発光回数。 
※下 TL モード及び f \/ n /4 、M 1/32発光モードの場合は上記回数より増えます。 


モードセレクター Ml /32/M ] /4/M/TTL の切り換え式。 


レデイライト 


オーバー警告 ！ _ED 
減光お 

フラッシュボタン 
閃光時間 


モデリング照明 

その他 

大きさ 

質量種さ） 
付属品 


充電完了表示：スピードライト撮影び可能になると点灯。 

フル発光警告表示： TTL モードで撮影時、露出不足のおそれびあるとさはスピードライトの発光直 
後に約 3 砂間点滅して警告。 

撮影の結果、露出オーバーの可能性びあるとさ、約 4 砂間点灯。 

左ちいずれかの発光管の光量を1/4に選択的に減光。 

スタンバイ機能で日 FF 状態になった電源の復帰とテスト発光び可能。 

フル発光：両側約 1/1400 秒、片側約 1/1250# 

1 /4 発光：両側約1/己日 0 日秒、片側約 1/33 日日秒 
1 /32 発光：両側約 1 /吕巳日 0 日秒、片側約 1 /I 8000# 

充電完了状態で約 3 砂間、約 40Hz での発光を繰り返す(両側発光瞄。 

TTL 増打ターミナル、シンク n ターミナル付き 

発光部： 11 日（幅） X 1 33 情さ） X 28.5 (奥巧）陣位 mm] 

コント□-ラ部：目目（幅） X 106.巳眉さ） X8S. 已（奥行）[単位 mm] 

約 410邑 （電池を含まず） 

アダフタ ーU ング x3( ゆ已 2mm、 0日 2mm、072mm)、 ハードケース SS-29 


※化様の内容は、すべて常温 （20 た)•新品電池使用時のをのです。 
※仕様 • が綴の一がは、 改善のためず告なしに変更することびあります。 


アフターサービスについて 


■S 巳- 29s についてのご意見-ご質問は、最寄りの当社サービス機関（サービスセンター-サービスステーション）にお 
寄せください。 

■修理は、ご購入店または当社サービス機関へご依頼ください。ご転居-ご贈答品などの理由によりご購入店に修理を 
依頼できなし1場含には、最寄りの販売店または当社ヴービス機関にご相談ください。 

■修理巧能期剧ま、製造打ち切り後巳年間を目安としていまずび、巳年政上経過した場合でも、修理巧能の場合もありま 
ず。ご購入店または当社サービス機関にご相談ください。 

■水ミ受■火が-落下などによる故障または破損で、全損と認められる場含は、修理不可能となります。なお、故障また 
は破損の程度の判定は、当社サービス機関にお任せください。 


Nikon 

アフターサービスのご 案内 


製品の保証について 


■この製品には「保証書」びついていまずのでご確認ください。 

■保証書は、お買い上げの隙、ご購入店からお客様に直接お渡しすることになっていまず。「ご愛用者氏名」および「住 
所」「購入年月曰」「購入店名」びずベて記載されたな証書をお受け取りになり、内容をよくお読みのラえ、大切にイ呆 
管してください。 

■保証規定による保罰修理は、ご購入曰か51年間となっています。 r な証書」をお受け取りになりませんと、上述のイ呆 
罰修理び受けられないことになります。万一お受け取りにな S なかった場合は、ただちにご購入店にご請おくださし、。 

■ミ毎外での保話内修理は、領収書の提示をまめ日れることびありますので、な話書ととをに領収書の携行をお願いいた 
します（領収書びない場合は有料となる場合びあります)。 

■保証期間経過後の修理は、原則として有料となりまず。また、運賃諸掛りはお客様にご負担願います。 

■保証期間中や保証期間経過後の修理、故障など、アフターサービスについてご不明なことびございましたら、ご購入 
店、または当社サービス機関へお問い合わせください。 


♦サービス部では、修理品の直接受け付けな5びに受け渡しに関する業務は巧っておりません。 

【使い方に関ずるお問い合わせのご案内】 

ニコンフィルムカ六ラ、交換レンズ、アクセサ U —の使い方に関ずるお問い合わせをお受けしております。 

くニコンカスタマーサポートセンター> 

，厘 f 0570-02-8000 市内通話料金でご利用いただけます。 

営業時間9:3曰〜18:日日(±•日曜日•祝日を除く毎日)このほか年末年始、夏期休暇等、休業する場合びあります。 
ナちIお?ぶ，携帯電話、 PHS 等をご使用の場合は、03-己 977-7033 におかけくださし、。 

FAX でのご相談は、 03-5977-7499 におかけ<ださし、。 

株式をな ZD > 

二3 > カタラ巧売株式会社 





























































































































































































































































































